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集落営農法人と連携したブドウ新規栽培者の技術習得支援 

 

今年度から、ブドウの新規栽培者の技術習得を目的とし、集落営農法人のブドウ園を「トレー

ニング園」と位置付け、新規栽培者2名の栽培技術の習得を支援してきました。7月３０日、収穫

期を迎えたため、収穫・出荷の方法を身につけることをねらいとし、収穫・出荷研修を行いまし

た。 

 

集落営農法人S 法人は、ブドウ栽培の規模縮小を検討されていたことから、S法人のブドウ

園のうち２樹を「トレーニング園」として活用し、新梢管理から収穫までの栽培管理について、新

規栽培者が実践する栽培技術研修を行ってきました。 

ブドウは、定植１年目は主枝を伸長させ、２年目にはわずかに収穫ができます。そのため、定

植１年目の新規栽培者２名を対象とし、実際にブドウの成木を管理することで、来年の初収穫に

向けて栽培技術の習得を図りました。 

７月 30日には、当課からは収穫期の判断方法や収穫調整の方法を説明し、JAの担当者か

らは、規格やコンテナの詰め方等、出荷の流れについて説明がありました。新規栽培者の２名

は、実際に作業を経験したことで、収穫・出荷の流れが分かったとのことでした。 

今後も、集落営農法人、関係機関と連携し、「トレーニング園」を活用した新規栽培者の技術

習得を支援していきます。 
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